
近
藤
区
長
に
質
す
！ 

自
由
民
主
党 

新
井
　
英
生
　
議
員 
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代表・一般質問を平成19年９月 
20日・21日・25日に開会した 
第３回定例会本会議で行いました。 

　
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
各

会
派
を
代
表
す
る
10
名
の
議
員

が
、
区
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
、
区
政
執
行
に
当
た
る

区
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
の
考

え
を
尋
ね
ま
し
た
。 

　
以
下
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。 

代
表
・
一
般
質
問 

区
政
の
現
状
と
将
来
へ
の
施
策
を 

 

た
だ 

自
由
民
主
党 

高
山
　
延
之
　
議
員 

安
全
安
心
な
足
立
区
を
目
指
し 

被
災
地
か
ら
学
ぶ
震
災
対
策
を
！ 

 
区
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
の
た
め

進
行
管
理
を
ど
う
行
う
の
か 

【
問
】
区
長
は
、
二
定
で
「
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
足
立
の
実
現
を
目

指
し
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
」
と
所
信

を
述
べ
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
区

民
と
の
約
束
で
あ
り
、
進
行
管
理
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。 

【
区
長
】
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
私
と

区
民
と
の
約
束
で
あ
り
、
区
の
事
業

と
し
て
推
進
し
て
い
く
の
で
、
行
政

評
価
に
よ
り
、
評
価
や
進
行
管
理
が

行
わ
れ
る
。 

　
ま
た
、
区
民
団
体
か
ら
も
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
評
価
、
進
行
状
況
の
見

守
り
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
の
声

が
届
い
て
い
る
。 

将
来
に
向
け
た
区
民
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
べ
き
だ 

【
問
】
都
区
財
政
調
整
交
付
金
普
通

交
付
金
算
定
額
と
補
正
予
算
案
処
理

後
の
差
額
38
億
円
余
り
は
、
公
債
の

償
還
に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
政
策
経
営
】
早
い
時
期
に
補
正
予

算
を
編
成
し
た
上
で
、
特
別
区
債
の

繰
上
げ
償
還
経
費
に
充
て
、
将
来
に

向
け
た
区
民
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
き
た
い
。 

都
市
農
業
の
継
続
の
た
め
、農
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
が
必
要
で
あ
る 

【
問
】
高
齢
化
す
る
農
家
に
と
っ
て
、

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
労
力
は
欠
か

せ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
派
遣
実
績
と

今
後
の
育
成
計
画
を
伺
う
。 

【
産
業
経
済
】
平
成
15
年
度
か
ら
養

成
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
53
人
を
認
定

し
て
き
た
。
平
成
16
年
度
か
ら
派
遣

を
開
始
し
、
平
成
18
年
度
は
、
農
家

へ
延
べ
168
件
393
人
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ

14
件
61
人
を
派
遣
し
た
。 

　
当
面
、
70
人
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
需
要
に
こ
た
え
て
い
く
。 

認
可
外
保
育
施
策
の
充
実
を
図
る
べ

き
で
あ
る 

【
問
】
保
育
マ
マ
制
度
は
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。 

　
ま
た
、
在
宅
で
子
育
て
す
る
世
帯

に
対
し
て
子
育
て
サ
ロ
ン
を
設
置
し

て
い
る
が
、
利
用
状
況
は
ど
う
か
。 

【
子
育
て
】
保
育
マ
マ
制
度
は
、
今

後
も
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
、
休
暇
を
取
得
し
や
す
く
す
る

代
替
保
育
制
度
等
を
整
備
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
親
同

士
の
交
流
等
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
利
用
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、

平
成
18
年
度
は
、
延
べ
７
万
４
千
667

人
で
あ
る
。
現
在
、
８
ヶ
所
で
あ
る

が
、
２
ヶ
所
の
設
置
も
決
定
し
て
い
る
。 

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
区
の
認
識
は

ど
う
な
の
か 

【
問
】
地
球
温
暖
化
は
、
将
来
へ
の

課
題
で
は
な
く
、
既
に
現
実
問
題
で

あ
る
。
区
の
認
識
は
ど
う
か
。 

【
環
境
】「
未
来
の
危
機
」
で
は
な
く
、

「
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
」
と
認
識
し

て
い
る
。
国
や
都
と
連
携
し
、
温
暖

化
抑
止
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
立

て
を
尽
く
す
こ
と
が
自
治
体
の
責
務

と
考
え
て
い
る
。 

バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要

で
あ
る 

【
問
】
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
東

武
線
、
常
磐
線
を
結
節
し
、
環
状
バ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

の
開
業
に
よ
り
、
区
内
の
交
通
不
便

地
域
の
割
合
は
ど
う
な
る
の
か
。 

　
そ
し
て
、
残
る
交
通
不
便
地
域
に

対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
活

用
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
土
木
】
新
駅
開
設
に
伴
い
、
バ
ス

路
線
の
新
設
や
既
存
路
線
の
経
路
変

更
等
を
行
い
、
東
西
方
向
の
バ
ス
路

線
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。 

　
ま
た
、
鉄
道
の
駅
勢
圏
１
㎞
、
バ

ス
停
300
ｍ
圏
を
あ
わ
せ
た
割
合
は
、

バ
ス
路
線
の
再
編
等
に
よ
り
90
％
に

な
る
見
込
み
の
た
め
、
交
通
不
便
地

域
の
割
合
は
、
10
％
程
度
に
な
る
。 

　
バ
ス
路
線
の
拡
充
に
は
、
走
行
環

境
整
備
と
事
業
採
算
性
が
課
題
と
な

る
。
利
用
者
増
が
見
込
め
る
運
行
経

路
の
創
設
等
に
よ
り
、
交
通
不
便
地

域
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。 

公
園
の
利
用
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
計
画
は
あ
る
の
か 

【
問
】
当
区
の
公
園
は
、
一
部
の
公

園
を
除
き
ほ
と
ん
ど
閑
散
と
し
て
い

る
。
多
額
の
税
金
を
投
入
し
公
園
を

造
成
・
改
修
す
る
以
上
、
区
主
導
で

は
な
く
地
域
住
民
の
希
望
を
か
な
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
ま
た
、
区
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、

介
護
予
防
運
動
と
し
て
「
パ
ー
ク
で

筋
ト
レ
を
実
施
す
る
」
と
あ
る
。
利

用
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
健

康
遊
具
の
設
置
場
所
は
慎
重
に
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
土
木
】
公
園
の
活
用
状
況
や
区
民

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、「
公
園
再
生
計
画
」

を
作
成
し
て
、
区
民
利
用
の
拡
大
と

満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。 

　
ま
た
、
健
康
遊
具
を
計
画
的
に
配

置
し
、
公
園
の
利
用
拡
大
と
介
護
予

防
を
図
っ
て
い
く
。 

　
な
お
、
花
畑
公
園
を
第
一
号
と
し

て
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。 

学
力
テ
ス
ト
に
関
す
る
一
連
の
不
祥

事
を
ど
う
総
括
す
る
の
か 

【
問
】
学
力
テ
ス
ト
に
関
す
る
一
連

の
事
件
は
、
区
民
に
大
い
な
る
不
信

を
招
い
た
。
当
時
の
責
任
者
の
道
義

的
責
任
は
逃
れ
ら
れ
な
い
。
一
連
の

不
祥
事
を
ど
う
総
括
し
て
い
く
の
か
。 

【
教
育
長
】
９
月
11
日
、
区
教
委
自

身
が
成
績
ア
ッ
プ
を
ね
ら
い
不
正
を

行
お
う
と
し
て
い
た
可
能
性
が
で
て

き
た
、
と
報
じ
ら
れ
た
た
め
、
翌

12
日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
当
時
の

関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

す
る
方
針
を
示
し
た
。 

　
子
供
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
区

民
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
す
る
。 

　
ま
た
、
た
と
え
調
査
問
題
の
漏
洩

等
が
無
く
て
も
、
誤
解
を
招
い
た
当

時
の
教
育
委
員
会
事
務
局
の
道
義
的

責
任
を
含
め
、
管
理
運
営
責
任
は
避

け
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

緊
急
地
震
速
報
の
活
用
を 

【
問
】
本
年
10
月
１
日
か
ら
、
緊
急

地
震
速
報
が
一
般
へ
提
供
さ
れ
る
が
、

信
頼
度
や
効
果
、
課
題
等
を
伺
う
。 

　
ま
た
、
区
施
設
や
、
区
内
の
集
客

施
設
等
に
も
警
報
装
置
を
設
置
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
危
機
管
理
】
新
潟
県
中
越
沖
地
震

等
で
、
緊
急
地
震
速
報
の
信
頼
性
と

効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

　
問
題
点
は
、
震
源
地
の
近
く
で
は

警
報
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
や
、

雷
や
事
故
等
に
よ
り
誤
報
が
発
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
課
題
は
、
警
報
受
信
後
、
強
い
揺

れ
が
来
る
ま
で
の
間
の
避
難
行
動
や

誘
導
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
訓
練
に

よ
る
周
知
、
徹
底
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

　
ま
た
、
本
庁
舎
に
１
台
、
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。
他
の
公
共
施
設
も

検
討
し
て
い
く
が
、
区
内
の
集
客
施

設
に
も
設
置
を
働
き
か
け
て
い
く
。 

道
路
沿
い
の
建
築
物
の
耐
震
化
を 

【
問
】
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒

壊
し
た
ビ
ル
が
道
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難

や
救
助
等
に
大
き
な
支
障
と
な
っ
た
。 

防
災
上
重
要
な
道
路
沿
い
に
建
つ
建

築
物
に
は
、
耐
震
化
を
働
き
か
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
建
築
】
平
成
18
年
に
「
建
築
物
の

耐
震
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が

改
正
さ
れ
、
緊
急
輸
送
道
路
沿
い
等

に
建
つ
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
の

耐
震
率
向
上
が
揚
げ
ら
れ
た
。 

　
区
で
も
、「
足
立
区
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
検
討

委
員
会
を
組
織
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
の
協
議
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。 

中
学
生
の
放
課
後
学
習
環
境
整
備
を 

【
問
】
足
立
区
行
財
政
運
営
方
針
で

は
、「
中
学
生
の
放
課
後
の
学
習
環

境
整
備
」
が
示
さ
れ
た
が
、
想
定
し

て
い
る
の
は
何
か
。 

【
教
育
次
長
】
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
民
間
学
習
塾
等
、
地
域
と
の
連

携
や
現
在
あ
る
資
源
の
活
用
が
重
要

　 


